
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ダブル連結トラックの導入状況及び利用促進策について

資料２



１．ダブル連結トラックの概要

現状： トラック輸送は、深刻なドライバー不足が進行（約４割が50歳以上）

■特車許可基準を緩和し、１台で通常の大型トラック２台分の輸送が可能な

「ダブル連結トラック」の導入を図り、トラック輸送の省人化を促進

ダブル連結トラック：１台で２台分の輸送が可能

約12m

特車許可基準の車両長を緩和

（現行の21mから最大で25mへの緩和）

通常の大型トラック現在

今後

平成３１年１月２９日より新東名を中心に本格導入 1



１．ダブル連結トラックの実験・導入の経緯
車両長 21m 車両 車両長 21m超 車両

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R4年度

実験結果とりまとめ、本格導入に必要な条件等の整理

10/19 実験参加者の公募開始と特車通行許可基準の特例通達の発出

車両開発

11/1 25m車両の走行実験開始
（ヤマト運輸）

2/5 23m車両の走行実験開始
（日本梱包運輸倉庫）

3/17 21m車両の走行実験開始
（福山通運・ヤマト運輸）

参加者は随時受付

3/29 25m車両の走行実験開始
（西濃運輸）

平成３１年１月２９日 本格導入【海老名JCT～豊田東JCT】

6/29 25m車両の走行実験開始
（西濃運輸）

11/22 21m車両の走行実験開始
（日本梱包運輸倉庫）

10/16 25m車両の走行実験開始
（福山通運）

令和元年８月８日 ルート拡充【北上江釣子IC～太宰府IC】

令和４年１１月８日 ルート拡充【約2,050ｋｍ→約5,140ｋｍ】 2



【参考】ダブル連結トラックの実験結果概要（省人化・環境負荷低減効果）

○同じ重量を輸送する場合、通常の大型トラックに比べ2１m超車両は、ドライバー数が約5割の削減と
なり省人化効果が発現し、燃料消費量・CO2排出量も約４割削減。
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■ＣＯ２削減効果（千ｔ・km当たりの排出量）

■省人化（千ｔ・km当たりの必要ドライバー数）■車両諸元

出典：福山通運（株）乗務記録表 （H29.10月～H30.7月）
ヤマト運輸（株）乗務記録表 （H29.11月～H30.7月）
日本梱包輸送倉庫（株）業務記録表（H30.2月～H30.7月）
西濃運輸（株）業務記録表（H30.4月～H30.7月）

＜大型トラック（12m車両）＞

＜ダブル連結トラック（21m車両）＞

＜ダブル連結トラック（21m超車両）＞
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対象車両 大型トラック 21m車両 21m超車両

平均輸送量 10.9t 16.8t 22.0t

千t・kmあたりの必要ドライバー数 0.35人 0.23人 0.18人

千t・kmあたりのCO2排出量 56.6kg-CO2 39.1kg-CO2 32.0kg-CO2

千t・kmあたりの燃料消費量 21.6L 14.9L 12.2L

車両諸元 大型トラック 21m車両 21m超車両

長さ （m） 11.98 20.98 24.98
高さ （m） 3.78 3.78 3.78
幅 （m） 2.49 2.49 2.49

最大積載量 （t） 13 24.1 25.9
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２．ダブル連結トラックの通行区間について
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太線：複数社、または複数路線での要望

細線：１路線のみでの要望

十和田

長岡

所沢

市原

更埴

新潟空港

潮来

新空港

黒部
滑川

豊田藤岡

伊勢西

下津

岡山総社

三島川之江

福崎

松山

高知

苅田
北九州空港

宮崎

長崎

大分宮河内

鹿児島

西宮

山形北

美濃

北上江釣子IC

太宰府IC

拡充前：約2,050km
拡充後：約5,140km

：令和４年11月拡充区間

：令和４年10月以前走行区間



３．ダブル連結トラックの駐車マスの整備状況

山陽道 東名・新東名名神・新名神九州道・関門橋

十和田IC

鹿児島IC

浜松SA

甲南PA

道口PA
小谷SA

奥屋PA

掛川PA

静岡SA

藤枝PA

吉備SA

沼田PA

宮島SA

玖珂PA

下松SA

富海PA

佐波川SA

美東SA

駿河湾沼津SA

多賀ＳA

福山SA

吉志PA

足柄SA

浜松いなさ【路外】

桂川PA

豊橋PA

黒丸PA 養老ＳA

高坂PA

鶴巣PA

蔵王PA

金成PA

志波姫PA

三本木PA

安達太良SA

国見SA

中尊寺PA

東北道
黒磯PA

2023年6月末時点

供用中
6車線 4車線 2車線

事業中

ダブル連結トラック
運行可能路線 6車線 4車線

ダブル連結トラックが
駐車可能な休憩施設等

凡 例

龍野西SA

佐野SA

土山SA

菩提寺PA

賤ケ岳SA

土樽PA

友部SA

上里SA横川SA

山形北IC

長者原SA

安積PA

那須高原SA
都賀西方PA

鮎沢SA

新潟空港IC

市原IC

新空港IC

潮来IC

所沢IC

宮崎IC

長崎IC
大分宮河内IC

松山IC

高知IC

下津IC

黒部IC

美濃IC

伊勢西IC

圏央道

遠州森町PA

鈴鹿PA

湖東三山ＰA

尾張一宮PA

岐阜三輪PA

長篠設楽原PA

豊田上郷SA

福崎IC

三木SA

淡河PA

更埴JCT

赤城高原SA

小黒川PA

宝塚北SA

伊吹PA

寄居SA

高坂SA
蓮田SA

鴻ノ池SA

双葉PA

八ヶ岳PA

宮原SA
福石PA

瀬戸PA

淡路SA

整備事例：淡路SA（上り）

○ダブル連結トラックの駐車マスについて、令和５年６月末時点で、125箇所269台分を整備。
○引き続き、物流事業者のニーズを踏まえ、駐車マスの整備を実施。
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ダブル連結トラック駐車マスの整備台数
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○ 「小牧JCT～八王子JCT」でダブル連結トラックの運行を実施

○ 今後は、拡充区間のうち熊本県～中国地方、宮崎県～九州圏内、本州～四国、関東圏内～

岩手県の運行などを計画中

○ 令和５年７月までに20台、９月以降150台のダブル連結トラックを新たに導入予定

小牧JCT

八王子JCT

４．Ｒ４.１１ 拡充区間での運行事例（福山通運）
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三島川之江IC

加須IC

○物流の２０２４年問題の対応策の一つとしてダブル連結トラックを導入し、四国内で初の運行
に向けた実証実験を６月５日～８日（往復で３泊４日）の日程で実施し、４日間で約１,９２６Km
を走行

○ 輸送効率の向上やCO2排出量の削減に対し有効であることを確認

４．Ｒ４.１１ 拡充区間での運行事例（大王製紙）

出典：本州四国連絡高速道路(株) HPより
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５．ダブル連結トラックの運行状況

8

6

7 7 7 7 7 7 7

8

9 9

11

13 13

14 14

15

14 15 20
32 33 33 33 35

67

130

149

174

205 207 211
221

270

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0

50

100

150

200

250

300
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○２０２４年問題に向けて、物流効率化のため、ダブル連結トラックの導入が進んでおり、運行企業数
及び許可台数のいずれも増加している

○ダブル連結トラックの利用にはトラック２台分の荷物の確保が必要なことから、荷量の確保できる事
業者・輸送区間において活用されることにより効率化が可能

※R元．８
路線拡充

※R４．１１
路線拡充

※１回の許可で２年間、許可された区間を通行可能

（運行企業数） （許可台数）

運行企業数 許可台数（のべ）



○複数地点の荷物について、ダブル連結トラックを活用し、途中地点で連結・切離を行うことで、輸送を効率化

愛知県

三重県

埼玉県

栃木県

関東圏

愛知県

三重県 栃木県

・ダブル連結トラックを活用しない場合、ドライバー２人が必要

＜実施中＞
・ダブル連結トラックを途中地点で連結・切離することにより、ドライバー１人で同量かつ複数地点の荷物の輸送が可能

埼玉県

中京圏

中京圏 関東圏

６．ダブル連結トラックを活用した輸送効率化の取組（福山通運）

B県 C県

中京圏 関東圏

A県

近畿圏

連結
切離

切離

連結

＜計画中＞
・複数の目的地の荷物について、ダブル連結トラックの車両の一部を中間の目的地で切り離し、別の車両を接続して最終目的地まで
輸送することが可能
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○複数事業者が幹線輸送についてダブル連結トラックを活用して共同輸送を行うことで、輸送を効率化

６．ダブル連結トラックを活用した輸送効率化の取組

※出典：平成３１年３月２８日国土交通省報道発表資料より
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７．ダブル連結トラックの運行にかかる課題・今後の取組
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【事業者等からの課題事項】

○ダブル連結トラック専用の駐車マスの確保が必要。特に不足しているのは東名・新東名。
有料でもよいので確実に駐車したい。

○都市高速などの高速道路の通行区間の拡充、自然災害等による通行止め時を考慮した
通行区間の拡大

○特車許可手続きの簡素化・迅速化
○ダブル連結トラックが円滑に推進されるよう、実施環境の整備

【主な論点】
○事故・災害等による通行止め発生時の迂回路の確保のための通行区間の拡充など、非

常時への対応についてどのような方策がとれるか
○一般道も含めた特車許可手続きの迅速化をどのようにして図っていくか
○よりダブル連結トラックが利用しやすい道路ネットワークをどのようにして確保していくか

物流事業者へのヒアリング等を実施した上で具体的な利用促進策を検討


